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一
、
は
じ
め
に

―
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
哲
学

　
「
古
典
派
経
済
学
の
父
」
と
称
さ
れ
る
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
一
七
二
三

年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
カ
コ
ー
デ
ィ
に
生
ま
れ
た
。
二
〇
二
三
年
は
ア

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
生
誕
三
百
周
年
に
あ
た
り
、
国
内
外
で
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
特
集
が
組
ま
れ
、
ス
ミ
ス
研
究
に
お
い
て
記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ
た
。

ス
ミ
ス
は
一
七
七
六
年
に
出
版
し
た
『
諸
国
民
の
富
の
本
性
と
諸
原
因
に

つ
い
て
の
研
究
』（『
国
富
論
』）
第
四
編
に
お
い
て
重
商
主
義
と
重
農
主
義

を
批
判
し
、特
定
の
産
業
部
門
に
対
す
る
優
遇
政
策
や
規
制
政
策

―
「
優

先
の
体
系
」
や
「
抑
制
の
体
系
」

―
が
「
適
度
か
つ
徐
々
に
」
撤
廃
さ

れ
れ
ば
「
自
然
的
自
由
の
体
系
」
が
確
立
さ
れ
、
個
人
の
自
由
競
争
が
可

能
に
な
る
と
主
張
し）

1
（

、
市
場
経
済
に
基
づ
く
新
た
な
学
問
と
し
て
の
政
治

経
済
学
（political econom

y

）
を
提
唱
し
た
。
こ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
ス

ミ
ス
は
「
古
典
派
経
済
学
の
父
」
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ス
ミ
ス
の
「
自
然
的
自
由
の
体
系
」
の
基
礎
に
あ
る
の
は
、
人
間
の
自

愛
心
（self-love

）
の
追
求
が
「
見
え
な
い
手
」
に
よ
っ
て
公
共
の
利
益

の
達
成
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
自
愛
心
は
キ
リ
ス
ト
教
の

「
七
つ
の
大
罪
」
の
一
つ
「
傲
慢
（
プ
ラ
イ
ド
）」
の
源
泉
と
さ
れ
、
キ
リ

ス
ト
教
道
徳
に
お
い
て
忌
避
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
医
師
バ
ー
ナ
ー
ド
・
デ
・
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
（Bernard 

de M
andeville, 

一
六
七
〇
―
一
七
三
三
）
も
ま
た
、『
蜂
の
寓
話
』（
初
版

一
七
一
四
年
）
で
、
キ
リ
ス
ト
教
聖
職
者
の
非
難
の
対
象
と
な
っ
た
悪
徳

（
自
愛
心
、
奢
侈
、
プ
ラ
イ
ド
）
が
経
済
を
発
展
さ
せ
る
必
要
悪
で
あ
り
、

原
動
力
で
も
あ
る
と
主
張
し
、
そ
の
増
補
第
二
版
（
一
七
二
三
年
）
で
は

ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
州
大
陪
審
か
ら
告
発
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
キ
リ

ス
ト
教
に
お
け
る
悪
徳
を
経
済
発
展
の
観
点
か
ら
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る

の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
啓
蒙
思
想
の
特
徴
で
あ
る
。
古
典
派
経
済
学
形
成
過

程
を
解
明
す
る
に
は
、
ス
ミ
ス
の
脱
キ
リ
ス
ト
教
化
（
世
俗
化
）
の
思
想

的
背
景
と
し
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
古
典
へ
の
彼
の
関
心
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。



― 2 ―

時
代
の
知
識
人
ピ
エ
ー
ル
・
プ
レ
ヴ
ォ
と
ド
ゥ
ー
ガ
ル
ド
・
ス
テ
ュ
ア
ー

ト
の
近
代
哲
学
史
を
取
り
あ
げ
る
。
プ
レ
ヴ
ォ
は
ス
ミ
ス
の
遺
稿
集
『
哲

学
論
文
集
』
の
仏
訳
者
で
あ
る
。
ド
ゥ
ー
ガ
ル
ド
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
ス

ミ
ス
と
面
識
が
あ
り
、ス
ミ
ス
の
伝
記
「
ア
ダ
ム・ス
ミ
ス
の
生
涯
と
著
作
」

を
執
筆
し
た
。
こ
の
ス
ミ
ス
の
伝
記
は
、エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
王
立
協
会
の
『
会

報
』
第
三
巻
（
一
七
九
四
年
）
に
掲
載
さ
れ
、
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
『（
ス

ミ
ス
）
哲
学
論
文
集
』
の
冒
頭
に
多
少
の
変
更
を
加
え
て
再
録
さ
れ
た）

5
（

。

　

プ
レ
ヴ
ォ
と
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
両
者
と
も
ス
ミ
ス
と
縁
の
深
い
人
物
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
両
者
の
近
代
哲
学
史
に
お
け
る
カ
ン
ト
解
釈
の

相
違
に
着
目
す
る
。
こ
の
相
違
は
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
祖
ジ
ョ
ン・

ロ
ッ
ク
の
主
著
『
人
間
知
性
論
』（
一
六
九
〇
年
）
の
観
念
の
源
泉
と
し

て
の「
感
覚
」と「
反
省
」の
い
ず
れ
を
重
視
す
る
か
に
起
因
す
る
。
次
に
、

『
人
間
知
性
論
』
の
観
念
の
源
泉
に
関
す
る
内
容
を
紹
介
し
、
ス
テ
ュ
ア
ー

ト
の
ロ
ッ
ク
解
釈
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
、 

ピ
エ
ー
ル
・
プ
レ
ヴ
ォ
と
ド
ゥ
ー
ガ
ル
ド
・
ス
テ
ュ

ア
ー
ト
の
カ
ン
ト
解
釈）

6
（

　

ピ
エ
ー
ル
・
プ
レ
ヴ
ォ
（Pierre Prévost, 

一
七
五
一
―
一
八
三
九
）
は

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
生
ま
れ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
な
ら
び

に
貴
族
学
院
教
授
、ジ
ュ
ネ
ー
ヴ・ア
カ
デ
ミ
ー
の
文
学
教
授
、理
論
哲
学
、

理
論
物
理
学
教
授
を
歴
任
し
た）

7
（

。
政
治
に
も
携
わ
り
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
共
和

国
の
拡
大
市
参
事
会
の
メ
ン
バ
ー
、
国
民
議
会
の
議
員
に
就
任
し
て
い
る
。

プ
レ
ヴ
ォ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
知
識
人
の
著
作
を
多
数
仏
訳
し
た
。
ス
ミ

　

ス
ミ
ス
が
生
前
に
出
版
し
た
著
作
は
『
国
富
論
』
以
外
に
『
道
徳
感
情

論
』（
一
七
五
九
年
）
が
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
一
七
五
一
年
に
グ
ラ
ズ
ゴ
ウ

大
学
論
理
学
教
授
に
着
任
し
、
翌
年
同
大
学
道
徳
哲
学
教
授
ト
マ
ス
・
ク

レ
イ
ギ
の
死
去
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
道
徳
哲
学
教
授
に
移
籍
し
た
。
ス

ミ
ス
は
一
七
六
二
年
に
グ
ラ
ズ
ゴ
ウ
大
学
か
ら
法
学
博
士
号
を
授
与
さ

れ
、
一
七
六
四
年
に
教
授
の
職
を
辞
し
た
（
一
七
八
七
年
に
グ
ラ
ズ
ゴ
ウ

大
学
総
長
に
就
任
し
て
い
る
）。
し
た
が
っ
て
、『
道
徳
感
情
論
』
は
グ
ラ

ズ
ゴ
ウ
大
学
教
授
時
代
に
出
版
さ
れ
た
著
作
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
最
晩
年

（
一
七
九
〇
年
）
ま
で
『
道
徳
感
情
論
』
と
『
国
富
論
』
の
改
訂
作
業
を

続
け
る
と
と
も
に
、別
の
二
つ
の
大
作
を
準
備
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
「
文

学
す
べ
て
の
異
な
る
部
門
、
す
な
わ
ち
哲
学
、
詩
、
雄
弁
に
関
す
る
一
種

の
哲
学
的
歴
史
」
と
「
法
と
統
治
の
一
種
の
理
論
と
歴
史
」
に
関
す
る
著

作
で
あ
っ
た
が）

2
（

、（
当
該
二
著
作
に
関
連
す
る
、
学
生
に
よ
る
講
義
ノ
ー

ト
は
残
さ
れ
て
い
る
が
）
未
完
に
終
わ
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
遺
言
執
行
人
に

準
備
中
の
原
稿
の
大
半
を
焼
却
す
る
よ
う
命
じ
、
焼
却
を
免
れ
た
一
部
の

原
稿
が
、
彼
の
死
後
に
遺
稿
集
『
哲
学
論
文
集
』（
一
七
九
五
年
）
と
し

て
出
版
さ
れ
た
。『
哲
学
論
文
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
外
部
感
覚
論
」

の
執
筆
時
期
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
初
期
の
も
の
だ
と
す
る
見
解
と
、
ス

ミ
ス
が
大
陸
旅
行
か
ら
帰
国
後
の
一
七
六
七
年
以
降
の
も
の
だ
と
す
る
見

解
に
意
見
が
分
か
れ
て
い
る）

3
（

。
ス
ミ
ス
は
グ
ラ
ズ
ゴ
ウ
大
学
着
任
以
前
の

一
七
四
八
年
か
ら
一
七
五
一
年
の
間
、
毎
年
冬
か
ら
春
に
か
け
て
三
回
の

冬
期
講
義
と
し
て
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で
「
修
辞
学
・
文
学
」、「
哲
学
史
」
お

よ
び
「
法
学
」
の
公
開
講
義
を
実
施
し）

4
（

、
生
涯
を
通
じ
て
哲
学
に
強
い
関

心
を
抱
い
て
い
た
。

　

本
稿
で
は
、
ス
ミ
ス
の
哲
学
へ
の
関
心
に
迫
る
手
が
か
り
と
し
て
、
同
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ス
の
『
哲
学
論
文
集
』
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。
ド
ゥ
ー
ガ
ル
ド・ス
テ
ュ

ア
ー
ト
（Dugald Stew

art, 

一
七
五
三
―
一
八
二
八
）
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

大
学
道
徳
哲
学
教
授
を
つ
と
め
、主
著『
人
間
精
神
の
哲
学
要
綱
』（
三
巻
本：

一
七
九
二
、一
八
一
四
、一
八
二
七
年
）を
は
じ
め
、『
哲
学
試
論
』（
一
八
一
〇

年
）、『
人
間
の
能
動
的
お
よ
び
道
徳
的
力
能
の
哲
学
』（
一
八
二
八
年
）
な

ど
の
著
作
が
あ
る
。
認
識
論
の
観
点
で
は
、
ト
マ
ス
・
リ
ー
ド
（Thom

as 
Reid, 

一
七
一
〇
―
一
七
九
六
）
の
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
哲
学
（
常
識
哲
学
）

を
擁
護
し
た
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
知
識
人
は
英
語
を
習
得
し
て

い
る
者
が
少
な
く
、
こ
う
し
た
ブ
リ
テ
ン
の
軽
視
を
是
正
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
一
七
九
六
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
『
ビ
ブ
リ
オ
テ
ク
・
ブ
リ
タ

ニ
ク
』
誌
が
創
刊
さ
れ
た
。
プ
レ
ヴ
ォ
は
同
誌
の
初
期
の
助
手
お
よ
び
協

力
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
プ
レ
ヴ
ォ
は
た
び
た
び
ブ
リ
テ
ン
を
旅
行
し
て

お
り
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
と
の
最
初
の
出
会
い
は
一
七
九
二
年
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
両
者
の
交
流
は
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
死
去
す
る
ま
で
続
い
た
。

　

プ
レ
ヴ
ォ
が
『
哲
学
論
文
集
』
仏
訳
版
（
一
七
九
七
年
）
に
記
し
た
訳

者
解
説
は
、
近
代
哲
学
の
三
つ
の
学
派

―
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
学
派
、
フ

ラ
ン
ス
学
派
、
ド
イ
ツ
学
派

―
の
概
説
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
稿

で
は
プ
レ
ヴ
ォ
の
訳
者
解
説
で
の
当
該
概
説
内
容
を
「
近
代
哲
学
三
学
派
」

と
呼
ぶ
。
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
芸
復
興
以
来
の
形
而
上
学・

倫
理
学
お
よ
び
政
治
学
の
発
展
に
関
す
る
一
般
的
展
望
』（『
近
代
西
欧
哲

学
史
』）
に
つ
い
て
、
第
一
部
「
文
芸
復
興
期
か
ら
一
七
世
紀
末
ま
で
の

形
而
上
学
の
発
展
」
と
第
二
部
「
一
八
世
紀
に
お
け
る
形
而
上
学
の
発
展
」

は
、『
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ピ
ー
デ
ィ
ア
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
』
第
四・五・六
版
の
補

巻
の
第
一
巻
（
一
八
一
五
年
）
と
第
五
巻
（
一
八
二
一
年
）
の
冒
頭
に
掲

載
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
後
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
編
『
ド
ゥ
ー
ガ

ル
ド・ス
テ
ュ
ア
ー
ト
著
作
集
』
第
一
巻
（
一
八
五
四
年
）
に
（
断
片
的
な
）

第
三
部
「
一
八
世
紀
の
倫
理
学
と
政
治
学
の
発
展
」
と
と
も
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。

　

本
稿
で
検
討
す
る
の
は
、プ
レ
ヴ
ォ
の
「
近
代
哲
学
三
学
派
」
と
ス
テ
ュ

ア
ー
ト
の
『
近
代
西
欧
哲
学
史
』
の
う
ち
、
カ
ン
ト
哲
学
の
評
価
に
関
す

る
部
分
で
あ
る
。
カ
ン
ト
哲
学
の
新
奇
性
を
強
調
す
る
同
時
代
の
知
識
人

の
見
解
に
対
し
、
プ
レ
ヴ
ォ
と
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
と
も
に
否
定
的
で
あ
る
。

一
方
、
両
者
の
カ
ン
ト
評
に
お
け
る
相
違
は
、
カ
ン
ト
哲
学
に
近
代
イ
ギ

リ
ス
経
験
論
の
祖
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
「
感
覚
の
哲
学
」
と
「
反
省
の
哲

学
」
の
い
ず
れ
の
継
承
を
見
出
す
か
と
い
う
点
に
帰
着
す
る
。
以
下
で
プ

レ
ヴ
ォ
の
「
近
代
哲
学
三
学
派
」
か
ら
、
カ
ン
ト
評
の
箇
所
を
引
用
す
る
。

　

カ
ン
ト
氏
は
感
覚
（sensibilité

）
と
知
性
（intelligence

）
を
区

別
し
た
後
、
時
間
と
空
間
の
思
念
が
、
魂
の
感
覚
的
機
能
の
自
然
的

形
式
（form

es naturelle

）
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ

れ
ら
の
思
念
が
外
部
か
ら
生
じ
え
な
い
こ
と
、
そ
れ
ら
が
根
源
的
な

性
質
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
人
間
精
神
の
こ
の
よ
う
な
構
造
の
結

果
と
し
て
、
そ
こ
に
生
み
出
さ
れ
る
す
べ
て
の
印
象
が
必
然
的
に
こ

れ
ら
の
形
式
の
双
方
に
宿
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
は
彼
の
原
理
の
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。
し
か

し
、
ロ
ッ
ク
は
我
々
を
つ
か
の
間
空
間
に
限
定
し
つ
つ
（en nous 

bornant un instant à l ’espace

）、延
長
が
一
次
性
質
で
あ
る
こ
と
を
、

つ
ま
り
、延
長
﹇
外
部
の
実
体
﹈
が
外
部
に
あ
り
、感
覚
（sensation

）

か
ら
独
立
し
て
い
る
と
魂
が
必
然
的
に
判
断
す
る
こ
と
を
、
カ
ン
ト

氏
以
前
に
指
摘
し
た）

8
（

。
こ
の
同
じ
哲
学
者
﹇
ロ
ッ
ク
﹈
と
彼
の
後
継
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者
た
ち
、
と
り
わ
け
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
は
、
我
々
の
精
神
に
固
有
の

構
成
に
関
わ
る
場
合
に
の
み
、
我
々
が
外
的
な
事
物
を
知
る
と
い
う

点
、
我
々
が
実
体
の
絶
対
的
で
本
質
的
な
性
質
を
知
ら
な
い
と
い
う

点
を
大
い
に
強
調
し
た
。
我
々
の
魂
が
延
長
を
﹇
魂
の
﹈
外
部
に
つ

ね
に
存
在
す
る
も
の
と
見
な
し
、
ま
た
こ
の
思
念
が
そ
の
﹇
我
々
の

魂
の
﹈
構
成
に
も
っ
ぱ
ら
関
わ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
延
長
は
恒
常

的
な
形
式
で
あ
り
、
そ
の
本
性
に
依
存
す
る
。
こ
の
点
ま
で
は
、
二

つ
の
哲
学
﹇
カ
ン
ト
哲
学
と
ロ
ッ
ク
哲
学
﹈
は
表
現
の
面
で
異
な
っ

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
カ
ン
ト
哲
学
に
固
有
で
あ
る
の

は
、
彼
が
す
べ
て
の
現
象
を
空
間
の
あ
る
点
に
不
可
避
的
に
関
係
づ

け
る
も
の
と
し
て
魂
を
提
示
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
だ
け
で
あ
る
。

﹇
こ
れ
は
﹈
気
づ
か
れ
て
い
な
い
指
摘
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
無
視

さ
れ
た
指
摘
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
思
念
と
判
断
の
区
分
ま
た
は
知

性
の
形
式
を
扱
う
カ
ン
ト
哲
学
の
教
義
の
こ
の
部
分
に
、
よ
り
新
た

な
主
張
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
が
、﹇
そ
れ
は
﹈
よ
り
議
論
の
余
地

の
あ
る
主
張
で
も
あ
る）

9
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
プ
レ
ヴ
ォ
は
、
魂
が
先
験
的
に
時
間
と
空
間
の
「
形

式
」
を
有
し
て
い
る
と
い
う
カ
ン
ト
の
主
張
と
、
ロ
ッ
ク
や
エ
テ
ィ
エ
ン

ヌ
・
ボ
ノ
・
ド
ゥ
・
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
（Etienne Bonnot de Condillac, 

一
七
一
五
―
一
七
八
〇
）
の
（
魂
の
外
部
に
あ
る
）「
形
式
と
し
て
の
」

延
長
概
念
と
の
類
似
を
指
摘
し
、
カ
ン
ト
哲
学
の
新
奇
性
に
疑
問
を
呈
す

る
。

　

ま
た
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
『
近
代
西
欧
哲
学
史
』
第
二
部
第
七
章
で

「
カ
ン
ト
と
新
し
い
ド
イ
ツ
学
派
の
他
の
形
而
上
学
者
」
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。
同
章
で
プ
レ
ヴ
ォ
の
「
近
代
哲
学
三
学
派
」
に
言
及
し
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
プ
レ
ヴ
ォ
氏
に
よ
る
ス
ミ
ス
氏
の
遺
稿
集
の
仏

訳
に
付
さ
れ
た
哲
学
の
現
状
に
つ
い
て
の
学
問
的
で
明
快
な
素
描
に
お
け

る
、
カ
ン
ト
に
対
す
る
非
常
に
価
値
あ
る
い
く
つ
か
の
批
評
を
参
照
せ

よ）
10
（

」。
そ
し
て
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
ス
タ
ー
ル
夫
人
（M

adam
e de Staël, 

一
七
六
六
―
一
八
一
七
）
の
『
ド
イ
ツ
論
』（
一
八
一
〇
年
）
か
ら
カ
ン

ト
を
礼
賛
す
る
以
下
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。

　
『
純
粋
理
性
批
判
』
が
出
版
さ
れ
た
こ
ろ
、思
想
家
た
ち
の
間
に
は
、

人
間
の
悟
性
（hum

an understanding

）
に
つ
い
て
二
つ
の
体
系
し

か
存
在
し
な
か
っ
た
。
思
想
の
す
べ
て
を
感
覚
（sensations

）
に
帰

し
た
ロ
ッ
ク
の
そ
れ
と
、
デ
カ
ル
ト
お
よ
び
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
、
魂

の
霊
性
と
活
動
、
自
由
意
志
、
要
す
る
に
あ
ら
ゆ
る
観
念
論
的
考
え

方
の
証
明
に
専
心
す
る
も
の
と
で
あ
っ
た
。﹇
中
略
﹈
こ
の
よ
う
な

広
範
な
不
安
定
の
中
に
、
内
観
が
さ
ま
よ
っ
て
い
た
と
き
、
カ
ン
ト

が
現
れ
、
感
覚
と
魂
、
外
的
世
界
と
知
的
世
界
と
い
う
二
つ
の
帝
国

に
、
限
界
の
線
を
引
こ
う
と
試
み
た
。
こ
の
時
の
彼
の
瞑
想
の
力
と

知
恵
は
、
先
例
の
な
い
も
の
で
あ
る）

11
（

。

　

ロ
ッ
ク
哲
学
を
「
感
覚
の
哲
学
」
の
み
に
帰
す
る
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
説

明
に
対
し
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
非
常
に
不
正
確
だ
と
批
判
す
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
よ
う
な
誤
り
は
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ラ
イ
プ
ニ
ッ

ツ
（Gottfried W

ilhelm
 Leibniz, 

一
六
四
六
―
一
七
一
六
）
を
は
じ
め

近
代
の
ド
イ
ツ
哲
学
者
の
見
解
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
ス
テ
ュ

ア
ー
ト
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ・シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の『
文
学
史
講
義
』（
一
八
一
八
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年
版
）
の
文
章
を
引
用
し
、
ロ
ッ
ク
哲
学
が
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
の
哲
学
と

混
同
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
ロ
ッ
ク
哲

学
は
「
感
覚
の
哲
学
」
と
呼
び
う
る
の
と
同
じ
く
ら
い
「
反
省
の
哲
学
」

と
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ル
夫
人
ら
の
よ
う
な
カ
ン
ト
哲
学
の

新
奇
性
を
強
調
す
る
見
解
に
対
し
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
プ
レ
ヴ
ォ
と
同
様

に
否
定
的
で
あ
る
。
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
カ
ン
ト
の
先
駆
者
と
し
て
挙
げ
て

い
る
の
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ニ
ス
ト
の
レ
イ
フ
・
カ
ド
ワ
ー
ス

（Ralph Cudw
orth, 

一
六
一
八
―
一
六
八
八
）
で
あ
る
。
カ
ド
ワ
ー
ス
は

感
覚
と
悟
性
の
相
違
に
関
す
る
以
下
の
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
教
義
の
例
証
に

努
め
て
い
る
。

　

一
． 

精
神
の
若
干
の
観
念
は
、
外
的
な
可
感
的
対
象
か
ら
生
じ
る

の
で
は
な
く
、
精
神
そ
の
も
の
の
内
的
活
動
か
ら
生
じ
る
。

　

二
． 

感
覚
に
よ
っ
て
受
動
的
に
知
覚
さ
れ
る
単
純
な
物
資
的
事
物

で
さ
え
、
精
神
の
活
動
的
力
能
の
み
に
よ
っ
て
知
ら
れ
理
解

さ
れ
る
。

　

三
． 

感
覚
内
容
（
ア
イ
ス
テ
ー
マ
タ
）
と
表
象
（
パ
ン
タ
ス
マ

タ
）
の
他
に
、
思
考
内
容
（
ノ
エ
ー
マ
タ
）
ま
た
は
知
的
な

観
念

―
そ
の
源
泉
は
悟
性
に
の
み
遡
り
う
る

―
が
存
在

す
る）

12
（

。

　

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
カ
ド
ワ
ー
ス
が
「
感
覚
と
悟
性
の
領
域
を
区
別
し
て

い
る
点
で
、
少
な
く
と
も
カ
ン
ト
と
同
程
度
に
ま
で
進
ん
で
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ド
ワ
ー
ス
以
外
に
も
、
感
覚
と

悟
性
の
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
区
別
を
提
示
し
た
人
物
の
例
と
し
て
、
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ニ
ス
ト
の
ジ
ョ
ン
・
ス
ミ
ス
（John Sm

ith, 

一
六
一
八

―
一
六
五
二
）
と
ヘ
ン
リ
・
モ
ア
、
モ
ア
の
影
響
を
受
け
た
ジ
ョ
ウ
ジ

フ
・
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
（Joseph Glanvill, 

一
六
三
六
―
一
六
八
〇
）、
プ
ラ

ト
ン
と
カ
ド
ワ
ー
ス
の
熱
烈
な
信
奉
者
で
あ
る
リ
チ
ャ
ー
ド
・
プ
ラ
イ

ス
（Richard Price, 

一
七
二
三
―
一
七
九
一
）
の
名
前
を
列
挙
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
に
従
え
ば
、
カ
ン
ト
哲
学
の
独
自
性
を
主

張
す
る
こ
と
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
文
献
に
通
じ
た
人
々
に
と
っ
て
説
得

力
を
持
ち
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

カ
ン
ト
自
身
は
『
プ
ロ
レ
ゴ
ー
メ
ナ
』
に
お
い
て
、「
ア
プ
リ
オ
リ
に
、

か
つ
諸
概
念
か
ら
、﹇
原
因
と
結
果
の
﹈
こ
の
よ
う
な
結
合
を
思
惟
す
る

こ
と
は
、
理
性
に
と
っ
て
全
面
的
に
不
可
能
で
あ
る
」
と
す
る
ヒ
ュ
ー
ム

の
因
果
理
論
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
独
断
論
の
微
睡
か
ら
眼
覚
め
」、

純
粋
理
性
の
範
囲
を
規
定
す
る
に
至
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

　
﹇
私
は
﹈
原
因
と
結
果
と
の
連
結
の
概
念
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
悟

性
（understanding

）
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
諸
物
の
連
結
を
思
惟
す
る

唯
一
の
概
念
で
は
到
底
な
く
、
む
し
ろ
形
而
上
学
は
ま
っ
た
く
も
っ

て
そ
う
し
た
概
念
か
ら
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
を
、
見
い
だ
し
た
。

私
は
そ
う
し
た
連
結
の
数
を
確
か
め
よ
う
と
努
め
、
そ
し
て
、
こ
の

こ
と
が
私
の
望
み
ど
お
り
に
、
つ
ま
り
た
だ
一
個
の
原
理
か
ら
成
就

し
た
の
で
、私
は
次
に
こ
れ
ら
の
概
念
の
演
繹
に
取
り
か
か
っ
た
が
、

今
や
私
は
、
こ
れ
ら
の
概
念
が
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
憂
慮
し
た
よ
う
に
、

経
験
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
純
粋
悟
性
か
ら
生
じ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
確
認
し
た
の
で
あ
る）

13
（

。
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こ
の
よ
う
に
自
ら
の
理
論
の
独
自
性
を
主
張
す
る
カ
ン
ト
に
対
し
、
ス

テ
ュ
ア
ー
ト
は
「
そ
こ
に
﹇
新
し
い
﹈
何
か
を
発
見
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
」
と
冷
淡
で
あ
る）

14
（

。
と
い
う
の
は
、『
プ
ロ
レ
ゴ
ー
メ
ナ
』
刊
行
以

前
か
ら
、
プ
ラ
イ
ス
や
リ
ー
ド
等
ブ
リ
テ
ン
の
様
々
な
著
述
家
が
、
悟
性

そ
の
も
の
が
新
し
い
観
念
の
源
泉
で
あ
り
、
こ
の
源
泉
か
ら
我
々
の
原
因

と
結
果
の
概
念
が
生
じ
る
と
、
ヒ
ュ
ー
ム
に
返
答
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
カ
ド
ワ
ー
ス
も
同
様
に
、『
永
遠
不
変
の
道
徳
に
つ
い
て
』（
一
七
三
一

年
）
の
中
で
「
観
念
が
精
神
そ
の
も
の
の
活
動
的
力
能
と
生
得
的
な
豊
か

さ
か
ら
生
じ
る
に
違
い
な
い）

15
（

」
と
述
べ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
プ
レ
ヴ
ォ
は
カ
ン
ト
の
空
間
概
念
（
魂
の
可
感
的
機

能
と
し
て
ア
プ
リ
オ
リ
に
備
わ
っ
た
「
形
式
」）
と
ロ
ッ
ク
お
よ
び
コ
ン

デ
ィ
ヤ
ッ
ク
の
延
長
概
念
と
の
類
似
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
ス
テ
ュ
ア
ー

ト
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
カ
ン
ト
と
カ
ド
ワ
ー
ス
の
類
似
を
強
調
し
、
主

観
的
真
理
と
客
観
的
真
理
の
区
別
に
つ
い
て
の
カ
ド
ワ
ー
ス
の
以
下
の
記

述
を
引
用
し
て
い
る
。

　

外
部
感
覚
と
は
異
な
る
別
の
知
覚
力
能
ま
た
は
機
能
が
な
け
れ

ば
、
我
々
の
す
べ
て
の
知
覚
は
相
対
的
で
見
せ
か
け
で
空
想
的
な

も
の
に
す
ぎ
ず
、
い
か
な
る
事
物
の
絶
対
的
で
確
実
な
真
理
に
は
到

達
し
な
い
だ
ろ
う
。
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
誰
も

が
「
自
ら
の
私
的
で
相
対
的
な
考
え
を
真
理
と
み
な
す
」
し
か
な
く
、

我
々
の
す
べ
て
の
思
考
は
見
せ
か
け
の
も
の
に
し
か
す
ぎ
な
い
の

で
、
い
ず
れ
も
同
様
に
真
実
の
幻
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
我
々
は
そ
の
後
、
外
部
感
覚
に
勝
り
、
そ
れ
と
は
異
な

る
性
質
を
有
す
る
別
の
知
覚
力
能
が
魂
に
存
在
す
る
こ
と
も
論
証
し

た
。
そ
れ
は
知
る
力
能
ま
た
は
理
解
す
る
力
能
、
つ
ま
り
精
神
そ
の

も
の
に
由
来
す
る
活
動
的
な
働
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が

突
発
性
の
も
の
で
も
、
た
ん
に
私
的
で
相
対
的
で
見
せ
か
け
の
空
想

的
な
事
物
で
も
な
く
、
絶
対
的
に
存
在
す
る
も
の
と
そ
う
で
は
な
い

も
の
の
理
解
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
感
覚
よ
り
も
は
る
か
に
高
貴
な

地
位
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る）

16
（

。

　

つ
ま
り
、
カ
ド
ワ
ー
ス
の
外
部
感
覚
と
悟
性
の
区
別
と
、
カ
ン
ト
の
可

感
的
機
能
と
悟
性
の
区
別
に
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
類
似
を
見
い
だ
す
の
で

あ
る
。

　

レ
ヴ
ィ
＝
モ
ル
テ
ラ
に
よ
れ
ば
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
『
近
代
西
欧
哲
学

史
』
の
主
要
な
目
的
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
常
識
哲
学
の
理
論
的
業
績
を

擁
護
す
る
観
点
か
ら
、
生
得
説
を
支
持
す
る
「
デ
カ
ル
ト
主
義
者
」（
デ

カ
ル
ト
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
を
代
表
者
と
す
る
）
と
、
唯
物
論
の
枠
組
み

を
支
持
し
た
「
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
主
義
者
」（
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
、
ホ
ッ
ブ
ズ
、

フ
ラ
ン
ス
の
「
フ
ィ
ロ
ゾ
フ
」
を
含
む
）
の
論
争
に
立
ち
返
っ
て
そ
れ
を

再
検
討
す
る
こ
と
に
あ
っ
た）

17
（

。
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
『
近
代
西
欧
哲
学
史
』

で
カ
ン
ト
哲
学
の
独
自
性
を
否
定
し
た
理
由
と
し
て
、
レ
ヴ
ィ
＝
モ
ル
テ

ラ
は
「
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
カ
ン
ト
の
貢
献
の
独
創
性
に
ま
っ
た
く
納
得
で

き
な
か
っ
た
」
点
と
と
も
に
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
「
カ
ン
ト
が
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
『
学
派
』
の
哲
学
（Scottish ‘school ’ of philosophy

）
の
功
績
を

汚
し
う
る
厄
介
な
歴
史
的
人
物
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
た
点
を

挙
げ
て
い
る）

18
（

。
ま
た
、
レ
ヴ
ィ
＝
モ
ル
テ
ラ
に
よ
れ
ば
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

は
ロ
ッ
ク
の
「
反
省
の
機
能
」
に
お
け
る
「
自
主
的
で
自
発
的
な
活
動
」

を
再
評
価
し
、
ロ
ッ
ク
以
上
に
「
新
し
い
単
純
観
念
の
基
礎
的
源
泉
」
と
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し
て
の
「
反
省
の
機
能
」
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
ロ
ッ
ク
を
デ
カ
ル
ト
主

義
者
に
分
類
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
常
識
哲
学
の
観
点
か
ら
の
ブ
リ

テ
ン
の
哲
学
的
伝
統
の
継
続
性
と
一
貫
性
は
保
証
さ
れ
た
」
と
、
レ
ヴ
ィ

＝
モ
ル
テ
ラ
は
主
張
し
て
い
る）

19
（

。

三
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
感
覚
」
と
「
反
省
」

　

一
七
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
の
二
大
潮
流
は
、
デ
カ
ル
ト
、
ス
ピ
ノ

ザ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
代
表
さ
れ
る
大
陸
合
理
論
の
系
譜
と
、
イ
ギ
リ
ス

経
験
論
の
系
譜
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
（John Locke, 

一
六
三
二

―
一
七
〇
四
）
は
近
代
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
祖
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
ロ
ッ
ク
の
主
著
『
人
間
知
性
論
』
は
名
誉
革
命
直
後
の
一
六
九
〇
年

に
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
た
。
ロ
ッ
ク
の
著
作
は
『
人
間
知
性
論
』
以

外
に
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
革
命
に
思
想
的
影
響
を
与
え
た
『
統
治
二
論
』

（
一
六
九
〇
年
）
を
は
じ
め
、『
寛
容
に
つ
い
て
の
書
簡
』（
ラ
テ
ン
語
版

一
六
八
九
年
）、『
利
子
・
貨
幣
論
』（
一
六
九
二
年
）、『
教
育
に
関
す
る
諸

考
察
』（
一
六
九
三
年
）、『
キ
リ
ス
ト
教
の
合
理
性
』（
一
六
九
五
年
）
な

ど
多
岐
の
分
野
に
わ
た
る
。

　
『
人
間
知
性
論
』
は
次
の
四
巻
（four books

）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
巻　

生
得
思
念
（Innate Notions

）
に
つ
い
て

　

第
二
部　

観
念
（Ideas

）
に
つ
い
て

　

第
三
巻　

こ
と
ば
（W

ords

）
に
つ
い
て

　

第
四
巻　

真
知
（Know

ledge

）
と
憶
見
（Opinion

）
に
つ
い
て

　

ロ
ッ
ク
は
『
人
間
知
性
論
』
第
一
巻
で
生
得
説
す
な
わ
ち
「
人
々
は
生

ま
れ
つ
き
の
観
念
を
も
ち
、
そ
も
そ
も
生
ま
れ
る
初
め
に
精
神
へ
捺
印
さ

れ
た
本
源
的
刻
印
を
も
つ
」
と
い
う
「
広
く
認
め
ら
れ
た
学
説）

20
（

」
を
論
駁

し
た
。
生
得
観
念
論
者
と
し
て
有
名
な
の
は
デ
カ
ル
ト
で
あ
る
が
、
ロ
ッ

ク
が
『
人
間
知
性
論
』
第
一
巻
で
生
得
説
と
し
て
名
指
し
し
て
い
る
の
は
、

理
神
論
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ハ
ー
バ
ー
ト
（Edw

ard 
Herbert, 1st Baron Herbert of Cherbury, 

一
五
八
三
―
一
六
四
八
）
の

『
真
理
に
つ
い
て
』（
一
六
二
四
年
）
で
あ
る）

21
（

。

　

ロ
ッ
ク
は
『
人
間
知
性
論
』
第
二
巻
で
、
観
念
が
「
ど
こ
か
ら
、
ど
ん

な
仕
方
・
段
階
で
精
神
（M

ind

）
の
中
に
来
る
の
か
」
を
検
討
す
る）
22
（

。
結

論
か
ら
言
う
と
、そ
れ
は
「
経
験
（Experience

）
と
観
察
（Observation

）」

に
よ
っ
て
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
精
神
は
「
文
字
を
ま
っ
た
く
欠

い
た
白
紙
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
経
験
に
よ
っ
て
観
念
を
備
え
る
よ

う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
っ
さ
い
の
知
識
の
究
極
的
源
泉
は
経
験
で

あ
る
。
つ
ま
り
、「
外
的
可
感
的
事
物
（external, sensible Objections

）」

お
よ
び
「
私
た
ち
が
み
ず
か
ら
知
覚
し
反
省
す
る
精
神
の
内
的
作
用

（internal Operations of our M
inds, perceived and reflected on by 

ourselves

）」
に
対
す
る
観
察
が
、
知
性
（Understandings

）
に
す
べ
て

の
思
考
の
材
料
を
提
供
す
る
。
こ
れ
ら
が
知
識
の
二
つ
の
源
泉
で
あ
る）

23
（

。

　

前
者
（
外
的
可
感
的
事
物
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
感
官
（Sense

）
す
な
わ
ち
視
覚
、聴
覚
、嗅
覚
、味
覚
、触
覚
と
い
っ

た
感
覚
器
官
は
、
個
々
の
可
感
的
対
象
が
感
官
を
感
発
す
る
（affect

）
さ

ま
ざ
ま
な
仕
方
に
応
じ
て
、
事
物
の
い
ろ
い
ろ
別
個
な
知
覚
を
精
神
に
伝

え
る
。
こ
う
し
て
、
人
間
は
色
、
味
、
寒
冷
、
固
さ
な
ど
の
可
感
的
性
質

に
つ
い
て
の
観
念
を
得
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
念
の
源
泉
は
大
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半
が
感
官
に
依
存
す
る
。
こ
の
源
泉
を
ロ
ッ
ク
は
「
感
覚
（Sensation

）」

と
呼
ぶ）

24
（

。
ロ
ッ
ク
は
感
官（Sense

）と
感
覚（Sensation

）を
区
別
す
る
。『
人

間
知
性
論
』
の
邦
訳
者
大
槻
春
彦
は
「
感
覚
」
に
つ
い
て
「
当
代
の
生
理

学
的
心
理
学
の
知
見
に
も
と
づ
い
て
外
的
対
象
が
感
官
に
印
銘
さ
れ
る
過

程
な
い
し
様
式
」
と
注
記
す
る）

25
（

。

　

後
者
（
精
神
の
内
的
作
用
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。「
知
性
が
す
で
に
え
て
あ
る
観
念
に
つ
い
て
働
く
と
き
私
た
ち
の

う
ち
の
私
た
ち
自
身
の
精
神
の
い
ろ
い
ろ
な
作
用
に
つ
い
て
の
知
覚
」
が
、

観
念
の
も
う
一
つ
の
源
泉
と
な
る
。「
精
神
の
い
ろ
い
ろ
な
作
用
」
の
具

体
的
な
例
と
し
て
ロ
ッ
ク
が
挙
げ
て
い
る
の
は
、
知
覚
、
考
え
る
こ
と
、

疑
う
こ
と
、
信
ず
る
こ
と
、
知
る
こ
と
、
で
あ
る
。
人
間
は
こ
れ
ら
の
作

用
を
「
自
分
自
身
の
う
ち
に
意
識
し
観
察
す
る
」
こ
と
に
よ
り
、「
感
官

を
感
発
す
る
物
体
か
ら
受
け
取
る
と
同
じ
判
明
な
観
念
」
を
知
性
へ
受
け

取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
源
泉
に
つ
い
て
、「
内
部
感
官

覚
（internal Sense

）」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ロ
ッ
ク
は
「
反
省

（Reflection

）」
と
呼
ぶ）
26
（

。

　

ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の
子
ど
も
は
観
念
も
持
た
ず
、

成
長
す
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
観
念
を
備
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
大

部
分
の
子
ど
も
が
精
神
の
作
用
の
観
念
を
え
る
の
は
、
か
な
り
遅
く
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
子
ど
も
が
母
親
の
胎
内
に
い
る
間
に
、
そ

の
子
ど
も
の
感
官
を
感
発
す
る
対
象
に
つ
い
て
感
官
を
働
か
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
生
ま
れ
る
前
に
少
々
の
観
念
を
備
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
う
る

こ
と
を
、
ロ
ッ
ク
は
認
め
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
観
念
は
生
得
観
念
で

は
な
い
と
主
張
す
る
。
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
「
観
念
を
も
つ
こ
と
と
知
覚

（Perception

）
は
同
じ
こ
と
で
あ
る）
27
（

」。
ロ
ッ
ク
は
、
知
覚
に
つ
い
て
考

察
す
べ
き
点
と
し
て
、「
感
覚
で
受
け
取
る
観
念
は
、
成
人
で
は
し
ば
し

ば
判
断
（Judgm
ent

）
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
な
が
ら
、
私
た
ち
は
こ
れ
に

気
づ
か
な
い
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
知
覚
が
「
知
識

（K
nowledge

）
の
第
一
歩
・
第
一
段
階
で
、
知
識
の
全
材
料
の
入
口
」
と

な
る）

28
（

。

　

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
知
覚
を
「
知
識
」
へ
と
進
歩
さ
せ
る
次
の
段
階

の
「
精
神
機
能
（Faculty of the M

ind

）」
と
し
て
、
ロ
ッ
ク
は
「
把
持

（Retention

）」
す
な
わ
ち
「
精
神
が
感
覚
あ
る
い
は
反
省
か
ら
受
け
と
っ

て
あ
る
観
念
を
維
持
す
る
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
。
把
持
の
や
り
方
に
は

二
通
り
の
方
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
観
想
（Contem

plation

）」
と
「
記
憶

（M
em
ory

）」
で
あ
る
。
前
者
は
「﹇
感
覚
あ
る
い
は
反
省
か
ら
﹈
精
神
へ

も
た
ら
さ
れ
る
観
念
を
し
ば
ら
く
現
実
に
眺
め
続
け
る
」
方
法
で
あ
り
、

後
者
は
「
印
銘
し
た
の
ち
消
え
て
し
ま
っ
た
観
念
、
い
い
か
え
る
と
、
い

わ
ば
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
観
念
を
精
神
に
ま
た
再
生
す
る
力
能
」

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
記
憶
は
「
観
念
の
貯
蔵
庫
」
で
あ
る）

29
（

。

四
、
結
び

―
「
反
省
」
と
理
性

　

プ
レ
ヴ
ォ
や
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
ら
が
ロ
ッ
ク
哲
学
に
お
け
る
「
感
覚
の
哲

学
」
と
「
反
省
の
哲
学
」
の
ど
ち
ら
の
側
面
を
強
調
す
る
の
か
と
い
う
問

題
は
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
ロ
ッ
ク
が
観
念
の
源
泉
を
感
覚
と
（
内
部

感
覚
と
し
て
の
）反
省
の
双
方
に
求
め
た
こ
と
と
関
係
す
る
。
ス
テ
ュ
ア
ー

ト
は
ロ
ッ
ク
哲
学
に
お
け
る
「
反
省
の
機
能
」
を
重
視
し
、
ロ
ッ
ク
を

「
デ
カ
ル
ト
主
義
」
に
分
類
し
た
。
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
（René Descartes, 

一
五
九
六
―
一
六
五
〇
）
は
合
理
論
の
代
表
的
な
哲
学
者
で
あ
り
、『
方
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法
序
説
』（
一
六
三
七
年
）
の
冒
頭
で
「
良
識
（bon sens

）
は
こ
の
世
で

も
っ
と
も
公
平
に
分
け
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る）

30
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
場
合
の
良
識
は
「
正
し
く
判
断
し
、
真
と
偽
を
区
別
す
る
能
力
」
を

指
し
、理
性
（raison

）
と
同
義
で
あ
る
。『
方
法
序
説
』
の
目
的
に
つ
い
て
、

デ
カ
ル
ト
は
次
の
よ
う
に
宣
言
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
わ
た
し
の
目
的
は
、
自
分
の
理
性
（raison

）
を
正

し
く
導
く
た
め
に
従
う
べ
き
万
人
向
け
の
方
法
を
こ
こ
で
教
え
る
こ

と
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
自
分
の
理
性
を
導
こ
う
と
努
力
し
た
か

を
見
せ
る
だ
け
な
の
で
あ
る）

31
（

。

　

一
方
、
理
性
に
つ
い
て
、
ロ
ッ
ク
は
『
人
間
知
性
論
』
に
お
い
て
信
仰

と
の
関
連
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
こ
で
信
仰
（Faith

）
と
対

照
的
に
区
別
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
理
性
（Reason
）
を
私
は
、
精
神
が

そ
の
自
然
の
機
能
を
使
っ
て
、
い
い
か
え
れ
ば
、
感
覚
あ
る
い
は
反
省
で
、

え
て
お
い
た
観
念
か
ら
行
う
演
繹
に
よ
っ
て
到
着
す
る
よ
う
な
、
そ
う
し

た
命
題
な
い
し
真
理
の
絶
対
的
確
実
性
あ
る
い
は
蓋
然
性
の
発
見
で
あ
る

と
す
る）

32
（

」。
し
た
が
っ
て
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
解
釈
す
る
よ
う
に
、
ロ
ッ

ク
が
『
人
間
知
性
論
』
に
お
い
て
「
反
省
の
機
能
」
と
理
性
を
同
一
視
し

て
い
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
「
ス
ミ
ス
に
お
け
る
哲
学
へ
の
関
心
」
と
の
関
係
で
い

え
ば
、
彼
の
「
外
部
感
覚
論
」
に
お
け
る
「
外
部
世
界
の
認
識
」
の
問
題
、

お
よ
び
『
道
徳
感
情
論
』
に
お
け
る
（
当
時
の
哲
学
者
た
ち
の
用
語
で
い

え
ば
）「
精
神
機
能
（faculty of the m

ind

）
と
精
神
作
用
（operation of 
the m

ind

）」
の
分
析
等
が
今
後
の
課
題
に
な
り
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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．
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。
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．
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ま
た
は
心
的
存
在
ま
た
は
機
能
」

の
用
例
と
し
て
、『
人
間
知
性
論
』
初
版
（
一
六
九
〇
年
）
の
第
一
巻

第
二
章
第
五
節
の
一
文
「
未
だ
か
つ
て
意
識
し
な
か
っ
た
命
題
﹇
中

略
﹈
が
精
神
（M

ind

）
に
あ
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
」（ED

U
, p. 

50

．
訳
、（
一
）、
四
四
ペ
ー
ジ
）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）
以
上
、EH

U
, p. 104. 

訳
、（
一
）、
一
三
三
―
一
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
24
）
以
上
、EH

U
, p. 105. 

訳
、（
一
）、
一
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
25
）
大
槻
訳
、（
一
）、
二
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
26 
）
以
上
、EH

U
, p. 105. 

訳
、（
一
）、
一
三
五
ペ
ー
ジ
。“Reflection

”

と
い
う
語
は
大
槻
訳
で
は
「
内
省
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
「
反
省
」
で
統
一
す
る
。

（
27
）
以
上
、EH

U
, pp. 106, 108. 

訳
、（
一
）、
一
三
七
、一
三
九
ペ
ー
ジ
。

（
28
）
以
上
、EH

U
, p. 145, 149. 

訳
、（
一
）、
二
〇
四
、二
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
29
）
以
上
、EH

U
, pp. 149

―150. 

訳
、（
一
）、
二
一
二
ペ
ー
ジ
。

（
30
）D

escartes ﹇1637

﹈ 1869, p. 2. 

訳
、
八
ペ
ー
ジ
。

（
31
）D

escartes ﹇1637

﹈ 1869, pp. 4

―5. 

訳
、
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
32 
）EH

U
, p. 689. 

訳
、（
四
）、
三
〇
一
ペ
ー
ジ
。“Reason

”

と
い
う

語
は
大
槻
訳
で
は
「
理
知
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
は
「
理
性
」

で
統
一
す
る
。
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